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これからの文化とまちづくりを考える 
市民ワークショップ 

第４回 
「文化小ホール全体のレイアウトを考えてみよう！」 
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ワークショップの流れ 

時間 内容 

1０:00 
・前回の振り返り（1０分） 
・ワークショップの進め方、お約束（10分） 

1０:2０ 

グループワーク（70分） 
「文化小ホール全体のレイアウトを考えてみよう！」 
 ・自己紹介（5分） 
 ・第１ラウンド（20分） →移動（２分） 
 ・第２ラウンド（１５分） →移動（２分） 
 ・第３ラウンド（1５分） →移動（２分） 
 ・第４ラウンド（10分） 

1１:3０ グループ発表（20分） 

1１:55 次回予告、なんでもアンケートの記入等 

１２:00 終了 



前回までの振り返り 
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前回の振り返り 
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第１回ご意見（将来像）の振り返り 

文化の発信 ●文化活動発信 ●文化が集い、好きになる 

にぎわいが広域へ 
波及 

●他市からも人を呼び込む 

居場所 ●幅広い世代の居場所づくり ●くつろげる場所 

イベントの充実 ●イベントが充実している  

周辺施設との差別化 ●他施設との差別化 

子どもが集まる施設 ●若い世代の集客 ●若者向け設備 

周南のじまんの活用 ●文化歴史をコンセプトとする 

〈第１回で検討した将来像〉 
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第２回ご意見（年間スケジュール）の振り返り 

【季節ごとの傾向】 
・春⇒お花見、卒業・入学イベント、和文化発信 
・夏⇒夏休みならではのイベント、地域交流 
・秋⇒音楽・映画・写真・食等の催事 
・冬⇒クリスマス、餅つき、節分関連の催事 
 
【通年】 
・鑑賞事業⇒音楽・演劇・映画など 

・子ども向け 
⇒学校の混合授業、子どもの発表の場 

・展示・販売⇒写真、マルシェ、模型 

・情報発信・交流 
⇒市の情報収集ができる場、 
  自由におしゃべりできるスペース、 
  様々なものづくりができるスペース 

・市民活動 
⇒市民とプロのコラボレーション 
  学校の部活動による発表 

・周南らしさを発信 
⇒ふぐやたこの試食会、偉人に特化したイベント 
  地域ゆかりのものを題材にした催事 

・既存イベントの相乗り 
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第３回ご意見（必要な諸室・機能）の振り返り 

【ホール】 
・音楽、ダンス、演劇、映画、会議、講演等幅広
い利用用途が望まれている 
・座席数は３００～６００席 
 
【練習・創作】 
・防音の練習室 
・ギャラリー 
・創作・ものづくりスペース 
・調理室 
 
【共用部】 
・フリースペース 
・情報発信スペース 
・カフェ等飲食施設 
・ワーキングスペース、自習室 
 
【その他】   
・屋外の自然空間、芝生 
・最新設備を備えた省エネ施設 
・商業施設を併設 
・子ども、学生の居場所 
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ワークショップのスケジュール 

WS日程 内容 

3月2日（土） 周南市のまちじまん・文化じまんから 
施設の将来像を考えてみよう！ 

４月１３日（土） イベントカレンダーをつくってみよう！ 

５月１０日（金） 文化小ホールに必要な機能を考えてみよう！ 

７月６日（土） 文化小ホール全体のレイアウトを考えてみよう！ 

８月 市民参加について考えてみよう！ 
まちと、地域とつながるにはどうしたらいいか考えてみよう！ 

※開催日及びテーマは変更となる可能性があります。 



ワークショップ④ 
文化小ホール全体のレイアウトを 
考えてみよう！ 
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本日のおおまかな流れ 

諸室を図面に並べてみよう！ 
・これまで検討してきた内容を踏まえ、諸室を選択し、 
 図面に並べてみましょう。 
・機能の連携、「重ね使い」（多用途化）をすることでうまれる 
 活動について考えてみましょう！ 

１ 

最初のグループに戻り、意見や感想をまとめて 
ベスト配置案をつくりましょう！ 
・第２・第３ラウンドの皆さんのご意見、他グループをまわっての 
 自分の感想をもとに、文化小ホールのあり方に基づいた 
 各ホール規模での配置についてまとめましょう！ 

３ 

２ グループを移動して、ホールの規模ごとの 
配置を検討してみましょう！ 
・ホールの規模によってどの程度諸室の配置が変わるのかを 
 確認し、よりよくなるための意見を出しましょう。 
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ワークショップの進め方 

今回は、「ワールドカフェ形式」で行います！！ 

 「ワールドカフェ形式」って？ 
 メンバーの組み合わせを変えながらグループワークを行う  
 ことで、参加者全員の意見や知識を集める対話手法のこと！ 

各グループ１名を除き、第
２・第３ラウンドでは 

別のグループに移動します 

元のグループへ戻り、
話し合いましょう。 

第１ラウンドでは最初
のグループで話し合い

ます。 
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本日のおおまかな流れ 

諸室を図面に並べてみよう！ 
・これまで検討してきた内容を踏まえ、諸室を選択し、 
 図面に並べてみましょう。 
・機能の連携、重ね使いをすることでうまれる活動について 
 考えてみましょう！ 

１ 

ここに 
どんな部屋を 

どう置きますか？ 

建物の入口は 
どこかな・・・ 

気軽に来られるには 
どんな配置がいいかな・・ 

いつも 
賑わうには・・・ 

活動を始めたくなる 
施設にするには・・・ 
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本日のおおまかな流れ 

２ グループをまわって、ホールの規模ごとの配置
を検討してみましょう！ 
・ホールの規模によってどの程度諸室の配置が変わるのかを 
 確認しましょう！ 
・実際の自分の意見と異なるホール規模のグループでも、 
 その規模を希望する人になりきって考えてみましょう。 

800席 ５00席 300席 

※ホールの向きは一例です。自由にご検討ください。 
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本日のおおまかな流れ 

３ 移動先のグループでみた施設配置案に 
コメントをしましょう！ 

第２ラウンド ご意見 第３ラウンド ご意見 

第４ラウンド 変更点・まとめポイント 

スタジオ 
増やす 

芝生広場 
ほしい！ 

ロビーを 
大きく 

リハーサ
ル室で 
展示も 
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本日のおおまかな流れ 

最初のグループに戻り、他のラウンドの議論を
共有したうえで、最終案をまとめましょう！ 

４ 

第２ラウンド ご意見 第３ラウンド ご意見 

第４ラウンド 変更点・まとめポイント 

第４ラウンド用の 
図面に最終案を配置 

・この配置のポイント 
・第２・第３ラウンドのご意見を受けた変更点 
・配置模型では示しきれなかった条件など 
（付箋ではなく、直接模造紙に書いてもらっても構いません） 
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ポイント①きれいに重ならなくても大丈夫！ 

隣り合わせの部屋、上下階の関係などについて、 
みなさんのご意向を伝えていただくことが目的です。 
ですから、きれいに積み重ねることを意識せず、望ましい配置を 
追求してください。 

こうなったり こうなったりしても 

第４ラウンドの模造紙に、 
「なぜこうなっているか」の説明を 
貼っておいてくだされば大丈夫！ 
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ポイント②：「重ね使い」を意識しましょう！ 

【展示室⇔会議室】 

【練習室⇔会議室】 

【マルチスタジオ⇔会議室】 

三鷹市公会堂 

南相馬市民文化会館 
ゆめはっと 

下呂交流館 アクティブ 

北上市文化交流センター 
さくらホール 

【アトリエ⇔展示室】 

出典：施設HP 

出典：施設HP 出典：施設HP 

出典：施設HP 出典：弊社撮影 

出典：施設HP 出典：弊社撮影 

出典：弊社撮影 



ワークショップの進め方、
お約束について 
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ワークショップの流れ 

発表する 

グループ名：○○○ 
○○○ 

○○○ 
○○○ 

○○○ 

個人で 
沢山出す 

どんどん書く 

思いつき 
アイデア 

大歓迎 

グループで 
考える 
整理する 

ふせん1枚＝１意見！ 

１ ２ 

３ 

否定しない！ 
そういう考えもあるね！ 

へぇ！それいいね！あいのりOK！ 

振り返り 

４ 

なんでもアンケート 
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ワークショップの流れ 

恥ずかしがらずに、 

どんどん書いてみる、出してみる。 

は 

ひ 

ふ 

へ 

ほ 他の人・グループの意見を聴く、褒める。 

ふせん1枚に一意見。 
なるべく沢山、なるべく短く。 

否定しない！自分と違った意見も、それもあるね。 

へぇ！それ、いいね！真似してOK！ 

便乗して発想を広げる。 
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 マスクの着用については、令和5年3月13日以降、個
人の主体的な選択を尊重し、個人の判断に委ねること
になりましたので、各自でのご判断をお願いします。 

 残った飲み物のペットボトルは会場に捨てず、お持ち帰
りください。 

 終了後、名札、アンケート、文房具などはご自分の席に
置いたまま、ご退出ください。 

みなさまへのお願い 



グループワーク 
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グループ発表 
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次回予告、 
なんでもアンケート 
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次回予告 

市民参加について考えてみよう！ 
まちと、地域とつながるにはどうしたら

いいか考えてみよう！ 
 

最終回では、市民の皆さんが思い描いていただいた施設への活動
にどのように参加したいかを考えてみましょう。 

また、開かれた施設となるために、まち、地域とつながるためには
どうしたら良いか、アイデアを出してみてください。 
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なんでもアンケート 

最後に 

本日の感想や言い足りなかったことなど、 

「なんでもアンケート」にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


